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中川五郎治の見たシベ リア諸民族

加 藤 九 詐*

 江戸時代にシベ リア大陸の事情を自ら

の観察によって日本につたえた人として

は,伊 勢出身の大黒屋光太夫(1792年 帰

国),仙 台の津太夫(1804年 帰国),間 宮

林蔵(1809年), 中川五郎治(1812年 帰

国)お よび安芸国川尻浦の久蔵(1813年

帰国)の5人(グ ループ)の みである。

この うち光太夫,津 太夫,久 蔵の3人 は

暴風のためにシベ リアの地に漂着 したも

のであるが,な かで も光太夫は自らのす

ぐれた観察眼と非凡な記憶力によって,

桂川甫周 というよき協力者 とあいまっ

て,不 朽の名著 『北嵯聞略』を残すこと

ができた。本書は18世紀来のシベ リアや

ロシアの事情を示す資料としてソ連で も

高 く評価 され,故 コンスタンチノフによ

る翻訳出版が予定 されている。

 つ ぎの津太夫0行 の見聞は大槻玄沢と

いう当代屈指の碩学の努力によって 『環

海異聞』にまとめられ,昭 和19年 に大友

喜作編 「北門叢書」第4冊 として刊行 さ

れている。つぎの間宮林蔵は江戸時代に

自らの意志によって大陸に渡った唯一の

人であ り,そ の観察は 『東 紀行』およ

び 「北蝦夷図説』として広 く世に知 られ

ている。これ らの書物はシ0ボ ル トとい

う大学者の手で ドイッ語に訳 され,世 界

の学界に稗益す るところが大 きかった。

安芸の久蔵 の 見聞記 『魯斉亜国漂流聞

書」 も木崎良平,加 藤政信両氏によって

紹介されたが,と くに木崎氏は 『鹿児島

大学史録』第4号(1971年)に その復刻

・解説を発表している。

 中川五郎治 の ことは,最 近,吉 村昭

『北天の星』[吉 村,1975]に よって全

国的に知 られつつあるが,そ の見聞記は

「口書』が 「通航一覧』巻309に 収めら

れているだけで,そ れ以外の 『五郎治申

上荒増』, 『異境雑話』, 「外国紀聞』な

どは国立公文書館,早 稲田大学図書館,

u館 図書館に写本のまま残 されているσ

 私はかねてから中川五郎治のことを,

シベ リアからロシア語の種痘書を持 ち帰

った人として知 っていたが,作 家吉村昭

氏に啓発されて前掲の見聞記に接する機

会を得,彼 がシャンタル諸島やウッドス

コエ柵など,珍 らしい土地に足跡を印し

ているだけでな く,シ ベ リアの諸民族の

生活について も透徹した観察を残してい

ることに驚いたのである。そこで,主 と

して画館図書館蔵の写本 「異境雑話』に

よってその0端 を紹介しようと思 う。

 五郎治は陸奥国下北郡川内村の漁民の

子 として生れ,エ トロフ島番所の帳役を

つ とめていた1807年(文 化4)4月25日,

ロシア領アメリカ会社(露 米会社)に 属

す るロシアの海軍士官ダヴィドブらのた

めに不法に捕えられ,オ ホーツクに連行
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された。彼 は オホ0ツ クか ら2度 逃亡 を

試み,ア ム0ル 河 口の北方 にあ るシ ャン

タル諸島,ウ ダ河下流部 にあ るロシアの

拠点 ウ ッ ドスコエ柵な どを放浪 し,ヤ ク

ーツク経 由 イル クーツクに至 り
,1812年

(文化9)10月15日 松 前 に帰着 した もの

である。 したが って五郎治の視野 では,

ウダ河やオ ホ0タ 河流域 に漂泊す る.トナ

カイ遊牧民,北 方 ッング0ス(今 の エヴ

ェンキ族,エ ヴェン族)と ヤク0ト 族が

大 きな比重 を しめている。 とくに大陸部

の北方 ツング0ス 族 についての五郎治の

観察は 日本の シベ リア文献 中で もユニ0

クであ り,ソ 連 の学者に もぜひ知 って も

らい たい ものであ る。

1. ツ ン グ0ス

 五 郎治 は,ツ ング0ス が トナ カイに乗

る ときの 状 況 を つ ぎの ように 書いてい

る。「鹿(オ レニ,一 名 サハ タ),毛 色種

々にして白 きもの斑な る もの,灰 色の も

の もあ り。腹 多 く白し。 トングシ[ツ ン

グースのこと一 加藤註コ,之 に乗 るには左

足 をヲ レニの尻の上へ掛 け,鞍 壺へ飛乗

る也。予等乗 るに,ト ングシの膝 を台 に

し,夫 江足 を掛 け乗馬の如 く鞍へ力を入

れば,鞍 翻(ひ っ くりかへ)る 也。 トン

グシ,鹿 に乗 るには右 よ りす。魯西亜に

て馬に乗 るには皆左方 よ りす。故に左 よ

りす るもの は トングシ 也 とて 大いに笑

ふ…∵・」。

 この観察 は実 に重要 であって,現 在 ソ

連,さ らには世界 の学界 で論議 をよんで

い る問題 につなが っている。す なわち,

ユ ーラシアにおけ る トナカ イ飼養 の起源

に関す る 問題 である。 かつ て シ レリウ

ス, シ ュ ミッ ト, コ ッパ0ス, ボ ゴ ラ

ズ,マ ル,フ ロル,キ セ リョフらの学者

たちは トナカイ飼養 こそが牧畜の最古 の

形態 である と考 えた。中には その起 源が

旧石器時代 に さかの ぼる とす る学者 もあ

る。 これ にたいし,ハ ー ン,ラ ウフ ァー,

ハ ッ ト,ワ シレヴィチ,レ0ヴ ィン, ト

ル ス トフ,ワ インシ ュテ イン らは, トナ

カイ飼養 は馬飼養 の後 に,そ の影響の も

とに 発達 した と考 える[BA齢UITE齢,

1972:pp.100-101]。 現 在 では後者の方

が多 くの支持 者 を得 てい るようであ る。

 も う一 つの問題,ト ナカイ飼養iの原郷

はどこか,そ れは一 つであ るか,そ れ と

も複数であ るかについて も多 くの議論 が

ある。 リッペル トは スカンジナビアに,

ハ ーンはシベ リアに,ラ ウファ0,ハ ッ

ト,フ ロル,ボ ゴラズ らはシベ リアのサ

ヤン ・アル タイ 地方 に 原郷 を求 めてい

る。 ウ ィクル ン ト,ゾ ロタレフらは その

原郷が数個所で あると主張 した。 そして

ソ連 の著名 なシベ リア民族学者 レーヴ ィ

ン とワシ レヴ ィチは,そ の原郷 はシベ1」

アであ るが,サ ヤン地方 とザ バイカル地

方 の2個 所 で別 々に発生 し,サ ヤン型 は

チ ュル ク族 の馬飼養i,ザ バ イカル(シ ベ リ

ア)型 はモンゴル族 の馬飼養 の影 響の も

とに発生 した とのべ ている[BAC朋EBHq

I・IJIEBHH, 1951コ 。

 ワ イシュテ インはユ0ラ シアにおけ る

トナカイ飼 養の タイプを5つ に分類 して

い る。1)ラ ップ型(ト ナカ イに荷物 を

積む,権,乳 しぼ りあ り,犬 とともに放
  おとり

牧,囮 の トナカイの利 用)。2)西 シ ベ リ

アまた はサ モデ ィ型(権 め利用,囮 トナ カ

イ,放 牧用 の犬 はあるが,乳 しぼ りはな

い)。3)ッ ン グース(シ ベ リア)型(荷

駄 ・乗用。乗用 のと きには鞍 を使 うが,

鐙 なし。部分的 に櫨 も利用。囮,乳 しぼ
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りあ り。放牧用 の犬 な し)。4)北 東 型(檎

用,囮 トナカイ の 利用。 放牧 用の犬 な

.し)。5)サ ヤ ン型(乗 用 の鞍 を と もな う

荷駄 ・乗用,乳 しぼ り。放 牧用の犬 と囮 ト

ナカイは利用 されない) [BAvaHll」TEvaH,

1972:p.102コ 。

 と ころでサヤン型 の場合 には,馬 用 の

鞍 によ く似 た固い鞍 を 利 用 し,鐙 をつ

け,乗 るときには馬 に乗 るときと同じよ

うに左 か ら乗 る。 これ にたいし,ツ ング

ース型(エ ヴェン族
,エ ヴェンキ族,オ

ロチ族,ト ナカイ ・ヤクー ト族
,ド ルガ

ン族 な ど)は,鐙 を利用 せず,乗 るとき

右 か ら乗 る。鞍 もやわ らかい枕 のよ うな

ものを使 い,右 手 に杖 をついてい る。

 こ こで,ツ ングースが右側 か ら乗 るこ

とは大 きな特徴 であ るが,こ れが モンゴ

ル族 の乗馬 の風習 に由来 してい るとい う

理 由が は っき りしない。 モン ゴル族 にし

て も,馬 に乗 ると きは左 か ら乗 ったこと

が明 らかに され ている。最近,ソ 連 の民

族学者 ワインシ ュテ インは,ユ ー ラシア

における トナカイ飼養の原郷が サヤン ・

アルタ イ地方 であるとのべ,ツ ングース

の右乗 りの理 由をつ ぎの よ うに説明 して

いる。 「ツングース諸族の場合に は,乗

用の トナカイ は サヤ ン の もの よ りも弱

く,し か も乗 ってい ると き,ほ とん ど常

時杖 を利用 した。 ところが,杖 は多 くの

場合右手で持つのが好都合で あるか ら,

右 か らの方が乗 りやすか った。右乗 りは

やがて しだいにッングース型 の トナカイ

飼養 に とって 伝統 と なったので ある」

[BAfiHIIITEthH,1972:p.119]。

 ワインシ ュテインの この説明 も,も う

ひとつ納得が いか ない。 しか しいずれ に

して も,19世 紀 の初頭 における中川五郎
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治の観察は,歴 史民族学上,き わめて重

要 な意味 を もっていることに変 りはな

い。五郎治は,ト ナカイに一 日乗 った後

[宿 に着すれば皆放ち遣る也。其時,鹿,

雪中に鼻を差入,嗅 ぐ。而 してモーハと

い う苔の在所を自ら掘て之を喰ふ。飼葉

の世話する事 もなき也」と書いている。

また トナカイは 「夏は青草を喰ふ。人の

小便を至て好む,若 し人,途 中にて尿す

れば,此 鹿,荷 を駄 し人を載せなが ら争

ひ集 って嘗む。……[トナカイの]腹 の上に

は乗らず,前 足の上方に小 き鞍体の物を

置 き,皮 の腹帯一筋かけて乗る也。鞍持

ち至て悪しく,初 て乗時には隙なく落つ

る故,左 手に綱を取 り,右 手に雪杖を持

て乗 る也」。

サヤン型     ツングース型

  トナカイに乗る方法

 こ こで も五郎治 の細 かい観察が注 目さ

れ る。す なわちツングースが トナカイの

腹 の上 ではな く,前 足 の上,つ ま り肩 押

骨 の上 に鞍 をお き,腹 帯だ けで固定 して

乗 る ことである。 サヤン型 の場合には,

これ とちが って,ト ナカ イの腹の上 に鞍

をおいて,腹 帯 だ けでな く,胸 と尻 に帯 を

か け,鐙 をつ けて乗 るので ある[nEBvaH

レIHoTAnoB,1961:p。24]。

 犬 櫨 について 五 郎治 はツングースの

犬機 利用 について も貴重 な情報 を提供 し

てい る。ツ ングースは一般 に,犬 櫨で は
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な く トナカ イ機 を利用 したが,五 郎治 の

観察 した19世 紀初頭,オ ホ0ツ ク海岸 の

一部 の ッング0ス が冬期犬権 を利用 した

ことをつた えてい る。五部治 はつ ぎの よ

うにのべてい る。

 「犬 に牽かす る事 はカムチ ャッカよ り

ヲホツカ迄 な り,冬 期 然 り,是 トングシ

が カムチ ャダア リ土人 の真似 をしてヲホ

ツカよ りカムチ ャッカに至 るに拠 る。 ヤ

コーツカよ り以西 は曽て なし。 ヤコーツ

カは皆睾丸 を抜 ける馬(又 牛)を 用 ゆ。

犬 も猫 も睾丸抜 けるは善 し,猫 はむ く猫

とな って見事也。

 図(五 頭 の犬一機 の牽 き,機 上,舟 形

の もの 縦 にあ り,人,鞭 を把 て 之 に乗

る)。

 檎 をサニケ とい う。一,二 人近辺 を乗

廻 るに用ふ。五 犬之 を牽 く荷 を載 す るを

ナ リタとい う。平 目に長 し。汲水採薪途

上皆此 ナ リタを用 る。犬 は七,八 頭 よ り

十二 頭に及 ぶあ り,九 月中旬 よ り四月中

旬迄は犬を空 し く繋留飼養す。犬一頭 一

日鮭0尾 を以て飼 う,鱒 は二尾に上 る。

此故に ヲホ0ツ カ,カ ムチ ャッカ辺,魚

類沢 山なる所にて は犬 を用ゆ る也。魚類

の不足 なる所にて は叶 はず」。

 以 上 の記述の 中に きわ めて重要 なデー

タが い くつ も含 まれている。第1に,ッ

ング0ス が カムチ ャダールの真似 をした

ことの指摘 であ る。そ して,鞭 を もって

犬 を制御 した ことか ら見 る と,こ の乗 り

方 は明 らかに 「チ ュクチ ・カムチ ャッカ

型 」であ った。 レー ヴ ィンは北方 ユー ラ

シアにおけ る犬桶 の タイプを5つ に分類

してい る。すなわ ち東部 シベ リア型,ア

ムール ・サ ハ リン型,チ ュクチ ・カムチ

ャッカ型,西 シベ リア型,北 西 型であ る。

この うち,鞭 を もって犬 を御 したのは チ

ュクチ ・カ ムチ ャッカ型 だけであ り,19

世 紀 中頃にはす でに利用 され た くなった

[JIEBHH H nOTAIiOB,1961:p.62]。 五

郎治の時代 にはまだ この型が用 い られて

いたので ある。

 つ ぎに,犬 権 の使 用は漁勝によ る飼料

の充足 と密接に関連 してい ることの指摘

であ る。人 ははじめ人力で櫨 を引いたに

ちが いない。 その後,シ ベ リアの狩猟 ・

漁携民の 中か ら,海 岸や河岸に定 住 して

海獣猟 や河川漁携 に従事す る住民が出現

す るに至 り,飼 料が十分 に確保 され るよ

うにな った。犬権用 の犬 の飼養 はま さに

この結果 であ ることは,今 や民族学者 た

ちの定説 とな ってい る。五郎治 はいち早

く,自 らの観察 に よって これを指摘 して

い る。

 ま た五郎治がのべてい るように,チ ュ

クチ ・カムチ ャッカ型,ア ム0ル ・サハ

リン型 および西 シベ リア型 の犬櫨 が年代

的に東部 シベ リア型 よ り古 いことは,レ

0ヴ ィン らの詳細 な研究 によって証明 さ

れてい る。

2. ヤ ク0ト 族

 五 郎治は ヤク0ト 族 の 生活 について

も,『 北嵯聞略』 に劣 らない,あ るいは

問題 によっては よ り正確 に書 いてい る。

まず住居 について。 「其家は皆,牛 の糞

にて 四壁 を塗 り,冬 季の住 居 とす 。其臭

き事忍ぶべか らず。窓は氷を四角 に切 て

外 よ り窓 に当て, 四 方能 く雪を以て詰

め,之 に水 を麗 ぎ,忽 に して氷 附かしむ。

臥時 は内 より蓋 をなし,火 にて解 けざる

様になす也。火床 の制 は,魯 西亜人 とは

異な り,ト ロバ[ロ シヤ語で煙突 の意一

加藤]と い うものにて昼夜焚火す。 即,
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家の中央 に之 を立 て,三 方 には長板 にて

広 く棚 を釣 りて腰掛 となし,寝 る時 はこ

の棚 に寝 ぬ。内は凡 て土間 な り。 ……牛

糞 にて家 を塗 るには,毎 朝,前 夜 よ りた

る糞 を箆にて持出 し,見 計 ひ之 を塗 る。

其時氷附 て石の如 くなる也」。 なお,写

本に は トロバの図が描かれ,「 皆土 にて

塗 る,下 組 は木也」 と説明がつけ られて

いる。

 セ ロシ ェフスキーの大著 による と,こ

の住居は ヤク0ト 族 に よってバ ラガン と

よばれてい る もので,四 壁 はは じめ粘土

だけで塗 られ,そ の上 か ら牛糞 と粘土 を

半 々に した ものを塗 る。窓 には,夏 季魚

の浮袋,雲 母,毛 でつ くった網 などが張

られ るが,冬 は厚 い氷 でおおわれ る。炉

[五 郎治の い う火床]は 細丸太 を煙突の形

に結 び合 せた もので,そ の内側 には厚 く

粘土 がぬ られている。 バラガンの内側は

煙突 を中心 にして,壁 ぞいに3方 に板床

がつ く りつけ られる。板床 はオ ロンとよ

ばれ る。 セ ロシ ェフスキ0の 書物に見 え

るバ ラガンの図 には五郎治の図 と全 く同

じ煙突が描 かれ ている[CEpo田EBCK励,

1896:p.352コ 。 五郎治は全体 として図

面が驚 くほど上手 である。

 ここで興味深 いの は,五 郎治 がヤ クー

ト族の住居 をほめてい ることであ る。 ふ

つ うに考 えると,ロ シア式 のぺ0チ カの

方が よ り文 明的 であ ると考 えが ちである

が,五 郎治は逆の感想をのべ ている。彼

は,「 魯西亜 人のぺ0チ は陰気 にて気重

く悪 しき も,ヤ コ0テ の トロバは気晴れ

て甚我 々の性に協 ふ」 と書 いて いる。

 っ ぎに ヤク0ト 族 の 食物 につ いて三
        へ

「二葉松の皮を夏批 きて上なる荒皮を去

り,其 甘皮を,恰 も昆布を乾す如 く火棚
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に掛 け乾 して,牛 糞 臼にて掲 き,粉 とな

し,之 を其麦粉 に和 し,牛 乳 にて煮 て糊

の如 くな し,箆 にて畷る也。其乾 したる

松皮 をのみ取食 うに昆布 を食 うが如 し。

ヤ コ0テ は好 んで馬肉 を食 う。又乳 を も

絞 り飲む也 」。

 セ ロシ ェフスキーによると,ヤ ク0ト

族 の第1の 食糧 は乳製品で,つ ぎが甘皮

と粉 のまぜ た もの,さ まざまの草根で あ

った。甘皮 としては松が上 等 とされ,落

葉松 は劣 るとされ た。ふつ う夏 または春

のは じめ,若 い松の外皮をていねいには

ぎ,ま るい ナイフで甘皮 をは ぎとる。 こ

れ を細か く刻んで煮 こんでか ら松脂を抜

き,ブ トゥカス(麦 粉 と木 の実,草 根 を

まぜ た水 っぽい粥)に 入 れて食 べた り,

非 常食用に乾 燥 して貯蔵 した。 セロシェ

フスキーは,甘 皮 が 「貧 しい人 の食物 で

あ る」 と書 き,検 探 家 マー クの報告 によ

って,1859年 ヴ ィリュイ郡 のヤ ク0ト 族

の家族 で年 間10-100プ ー ド[1フ 。一 ドは

ユ6・38キログラム]に 達 した ことをつたえ

てい る。 しか しセ ロシェフスキ0の 時代

には,貧 しい人 で もしだいに これ を食べ

な くな った とい う〔CEPo田EBcKM玖1896:

p.318コ 。 『北嵯 聞略」 では,「 松の木の

あま皮 を揚 き,粉 となし,麦 の粉 を少 し

加へ て餅 に造 り食 う」 とな ってい る。ま

た 「牛糞 臼」 とい うのは, 『北嵯聞略』

では,「 冬の間は桶の内に牛の糞 を厚 く

塗,そ の上に幾度 も水を灌 ぎ,堅 く泳た

る時 に臼となし」 とな ってい る[亀 井高

孝校訂,1937:p.76]。

 乳 の しぼ り方 五 郎治 は ヤ クー ト族

[と思われる]の 乳 の しぼ り方 を 生 々 と描

写 してい る。 「牛 の乳 を取 には朝晩二度

取也。児 を産 たる牛 を,児 をば内に繋 置,
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朝一度女牛 の乳 を絞 りて野 へ追 い遣 る。

晩方,乳 の溜 たる時 其牛独 り 内へ 帰 る

也。其時繋置 たる牛の児 を引行 て二口三

口吸せ て無理無体 に脇へ引行 て繋置,其

跡 の乳 を 不残絞 り取 て 後 に 児牛 に預置

也。児牛乳 を吸い,能 き加減の時又脇へ

引行繋置也。一向児 牛に吸はせ ざれば,

乳 出ざる由をい う也。此故に児牛 痩せて

目 も当て られず。 草 を 喰 ひた る牛 は 格

別,未 だ草 を喰 はざる児牛 も右 之如 くす

る也」。

 セ ロシ ェフスキーによると,仔 牛が生

まれ る と,最 初の一昼夜 は飢 えさせ,2

日 目にい くらか母乳 を吸 わせ,そ れ以後

は もはや永久 に母乳 をたっぷ り吸 わせて

もらうことはない。つ ねに乳房 に口をつ

け るだけで,「無理無体 に脇へ 引行 」かれ

た り,わ ずかな残 り乳 を もらうだけであ

る。つま り人 が指 でしぼ って も乳が 出な

くなる と,仔 牛 に吸わせ た。もし仔牛が死

ぬ と,そ の毛 皮を他 の仔牛 にかぶせ て母

牛 に近 づけた り,他 の仔牛 に塩 をつけて

母牛 になめ させた りして慣 らした。乳 し

ぼ りの とき母牛 がなにかの理 由でいやが

ると,性 器に空気 を入れた り,く す ぐっ

た り,は ては膣内に手 を入れて子宮 に さ

わ った りして,刺 戟 して乳を出 させ た。

貧乏な ヤクー トはほ とん ど乳 しぼ りのた

びに これを く り返 した[CEPOIUEBCK噛,

1896:p.160]o

 婚 資 と妻 の数について ヤ ク0ト 族 の

婚 資(カ リム)の 額については,日 本人

では五郎治だ けがつた えてい る。 「女 を

嬰 るには牛馬五,六 疋,又 十四,五 疋,

又 五,六 十疋 を分に応 じて出て嬰 る也。

…・・事に寄 りては価 を掛 けて婆 る もあ り

と聞ゆ」 とのべ てい る。

 セ ロシ ェフスキ0が 調査 したのは五郎

治 の約70年 後 であ るが,婚 資の額が数ル

ーブルか ら数百 ル0ブ ルまで さま ざまで

あ った こと,ふ つ う100ル ー ブル程度で

あ った とのべ てい る。 コ リマ地方 の ある

貧 しいヤ ク0ト 青年 は牛10頭 を親 戚か ら

借 りて婚資 として嫁 の両親に支払 った と

伝 えてい る[CEPOLIIEBCICYII%i,1896:pp.

545-551コo

 また一夫 多妻 については,「 冨有 なる

ヤコ0テ は牛馬 四,五 百其余 を持 て り。

之 を0所 に置 ては飼料 に差支 うる故 に所

々に間配 りして養 ふ。其所毎 に女房五人

も七人 もあ ると 言へ り」 とつた え て い

る。 『北嵯 聞略』 では,「 妻 は十 四,五

人 よ り廿五,六 人 まで婆 る。 もっ とも貧

富に よって多少 あ り,皆 十二,三 歳 よ り

養育 しお きて妻 となす」 とな ってい る。

 五 郎治の言 う 「其所毎 に女房五人 も七

人 も」 とい う意 味が,そ れぞれの場所 ご

とにとい うことで あれ ば, 『北嵯 聞略』'

と同じよ うに14,5人 か ら25,6人 とい

うことになるが,こ れ はセロシェフスキ

ーその他多 くの資料 と比べていかに も多

す ぎる。 セ ロシ ェフスキーは,多 くて数

人 と書 いている。女性が12,3歳 か ら嫁

す ことはシベ リアの諸民族に通有 の現象

であった。

 なお,五 郎治の記述の順序や内容,あ

るいは光太夫 の名 をあげて言 及 してい る

ところか ら判断 して,五 郎治 自身 または

五郎治か ら聞書 きした人 は,r北 嵯 聞略』

の内容 をよ く知 っていたと考 えられ る。

 以 上,五 郎治 の見 たッングースとヤク

ー ト族 の生活 の一端 を紹介 したが,五 郎

治 だけがつたえ る民族 学的資料は豊富 で

あ り,そ の価値 は高 い と思 われ る。
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 江戸時代の貧しい一漁民の子がこれだ

けす ぐれた観察 さらには分析をして,

しかもそれを書 き残していることは驚嘆

に価する。例 えば第二次世界大戦後多 く

の教育のある日本人がシベ リアに抑留さ

れたが,こ の五郎治の観察と記録にまさ

るものを残した人ははたして何人いるだ

ろうか。

 信頼で きる写本の校訂,研 究の出版が

期待 される。
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